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学఩ᤵ୚᪉㔪࡜学఩ㄽᩥᑂᰝᇶ‽ࡢ㐃㛵

ᐙᨻ学研究科

ඣ❺学専攻・修士課程

㣗≀・ᰤ㣴学専攻・修士課程

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
ಒ学にͯいて੠਄な学識と研ࣉ・
究೵力を有している。
・෵合的なࢻ఼から、ࢢʹ΍に関
わるࠕೖ的課題をݡड़し、ͨΗら
を解決する方法を提案できる

ಒ学の社会的なༀׄを೟ࣉ・
識している。
΍の݊સな൅ୣとү੔ʹࢢ・
に関する課題をଌ͓、自らの
。を表現できる͓ߡ

΍΃の਄い理解とʹࢢ・
関ৼをࣖし、主ର的にࣉ
ಒ学を୵ٽし、ͨの੔Վ
を社会にؒݫしΓ͑とす
るସ度をͯ࣍。

ಒ学に関する専門知識とࣰભࣉ・
的なٗ೵をਐに෉͜ている。๝か
な表現力とαϝϣωίーεϥン力
をͮ࣍て研究の੔Վを社会にఽ͓
る͞と͗できる。

1.自らの問題意識・自主性に基づいた学問的意義のあるテーマ ● ●

2.研究内容の独創性 ● ● ●

3.先行研究の適切な調査と整理 ● ●

4.研究方法の適切性 ● ●

5.論旨の論理性と一貫性 ●

6.形式的要件 ●

7.研究倫理の遵守 ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・ৱ品、ӭ཈、調理に関わ
るঀՌ学に関する高度かͯ
ॉ分な知識をͬ࣍、ͨΗら
を問題解決にԢ༽する͞と
͗できる。

・生׈や社会といͮた఼から
ৱに関する༹ʓ問題をଌ͓、
ͨΗらの題఼を൓இして、解
決を͓ߡる͞と͗できる。

 ・ৱ෼͗生׈や社会にٶ
·すӪڻやްՎを理解
し、ৱに関する༹ʓな問
題を੷ۅ的に解決しΓ͑
とするࢡ੐を有する。

・ৱ品、調理、ӭ཈、ҫ学に関す
る高度なࣰٗݩढ़をਐに෉͜てい
る。
・ೖຌޢ・ӵޢで論理的にىफ़・
൅表・౾٠を行͑͞と͗できる。

1.自らの問題意識・自主性に基づいた学問的意義のあるテーマ ● ● ●

2.研究内容の独創性 ˖ ● ●

3.先行研究の適切な調査と整理 ● ●

4.研究方法の適切性 ● ● ●

5.論旨の論理性と一貫性 ● ● ●

6.形式的要件 ●

7.研究倫理の遵守 ● ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準
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⿕᭹学専攻・修士課程

⏕ά経῭専攻・修士課程

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・අෲ学に関わる自ષՌ学・ਕช
Ռ学・社会Ռ学分໼の高い専門性
と਄い学識を有する。

・専門的知識を౹合して、ή
ϫーώϩなࢻ఼から、ҧ生׈
৏の課題やωーθを൅ݡで
き、ͨの解決をਦる͞と͗で
きる。

・අෲ͗ਕؔ生׈の̨̦
すༀׄをै·ٶ৏に޴̣
分に理解し、研究੔Վを
社会にؒݫしΓ͑とする
高ᬑな意ࢦとࣰ現できる
೵力をͯ࣍。

・අෲに関わる専門Պとしてච要
な高度な知識やٗढ़を֭ಚでき、
ͨの੔Վを社会にؒݫする͞と͗
できる。
・研究੔ՎをೖຌޢやӵޢにΓΕ
論理的にىफ़でき、的֮な൅表や
౾٠を行͑͞と͗できる。

1.自らの問題意識・自主性に基づいた学問的意義のあるテーマ ● ●

2. 研究内容の独創性 ● ●

3.先行研究の適切な調査と整理 ●

4.研究方法の適切性 ●

5.論旨の論理性と一貫性 ● ●

6.形式的要件 ●

7.研究倫理の遵守 ● ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
学・Պ੕学・੕策Ռ学ࡃܨ・
౵に関するॉ分な専門知識を
൥でଡ༹な߁Ηらをͨ、ͬ࣍
生׈問題の解決にԢ༽する͞
と͗できる。
・生ͨ׈の΍の͗ͯ࣍૱合性
を理解し、ݩܨと理論を൅ఴ
的に݃合ͦ͠る͞と͗でき
る。

・研究ंとࢤ຿とい͑ࢻ఼に
ཱིͮて、生׈をとΕΉ͚現େ
社会のঀ問題と੕策課題を௧
。できるٽ
・生׈課題のߑଆを߁いࢻ໼
でଡ໚的・૱合的にଌ͓、自
らのݡ解を形੔できる。

課׈େのรಊに൒͑৿しい生࣎・
題を主ର的にઅఈする೵力をਐに
෉͜、ච要な専門知識を高Όてい
͚౔力をし、問題を解決しΓ͑と
するࢡ੐をͯ࣍。
・研究テーマの社会的意義を自ְ
し、ͨの੔ՎをஏҮや社会にؒݫ
しΓ͑とするସ度をͯ࣍。

・論理的に研究のߑ੔をૌΊཱི
て、学ढ़的表ىを༽いて論ชを
作੔する͞と͗できる。
 ・研究課題に適した調査・分析
घ法をरಚし、׈༽できる。
 ・的֮な表現力、αϝϣωίー
εϥン力を΍ͮて、研究੔Վを
൅表する͞と͗できる。

1.自らの問題意識・自主性に基づいた学問的意義のあるテーマ ● ● ●

2. 研究内容の独創性 ● ●

3.先行研究の適切な調査と整理 ● ● ●

4.研究方法の適切性 ● ●

5.論旨の論理性と一貫性 ● ● ●

6.形式的要件 ●

7.研究倫理の遵守 ● ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準
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文学研究科

日ᮏ文学専攻・博士課程前期

日ᮏ文学専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・ೖຌช学・ೖຌޢ学ٶ;関࿊ঀ
学にͯいて߁൥な学識を有し、専
門分໼に͕いてर࢞の学Ғをखಚ
するにଏる知識をਐに෉͜る͞と
͗できる。

・Ռ学的൹൓੠ਈとಐࡱ力を
൓இし、ೖຌช、ߡࢧてͮ࣍
学・ೖຌޢ学ٶ;関࿊ঀ学に
関わるঀ問題を୵究する͞と
͗できる。

・ೖຌช学・ೖຌޢ学
関࿊ঀ学に਄い関;ٶ
ৼを์き、ͨの研究に
ਬ਒、ͬ࣍い意ཋをک
する͞と͗できる。

・ೖຌช学・ೖຌޢ学ٶ;関࿊ঀ学にͯ
いて、高度に専門的なชࣁ・ݛྋをಣΊ
解き、調査研究೵力をਐに෉͜、的֮な
表現力・αϝϣωίーεϥン力を΍ͮて
社会に߫ݛする͞と͗できる。

1. 研究テーマの学問的意義と適切性 ● ●

2. 研究内容の独創性 ● ●

3. 先行研究のॉ分な調査と整理 ● ● ●

4. 研究方法の適切性あるいͺ独創性 ●

5. 論旨の論理性と一貫性 ●

6. ชহの適切性 ●

7. 形式的要件 ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・ೖຌช学・ೖຌޢ学ٶ;関
࿊ঀ学にͯいて߁൥な学識を
有し、専門分໼に͕いてദ࢞
の学Ғをखಚするにଏる਄い
学ढ़的知ݡを֭ಚする͞と͗
できる。

・ദ࢞課ఖ઴غで
കͮた調査力・分析
力・ࡱߡ力をߍに൅
ఴͦ͠、独創的で自
ཱིした研究׈ಊ͗で
きる。

・ദ࢞課ఖ઴غで研究し
た͞と΃の਄い関ৼをң
し、ͨの͠らなる研究࣍
にکい意ཋをͬ࣍、ਬ਒
する͞と͗できる。

・ೖຌช学・ೖຌޢ学ٶ;関࿊ঀ学
にͯいて、高度に専門的なชࣁ・ݛ
ྋをಣΊ解き、的֮な表現力・α
ϝϣωίーεϥン力を΍ͮて学ढ़的
研究੔Վを൅表し、学問の൅ఴにر
༫する͞と͗できる。

1. 研究テーマの学問的意義と適切性 ● ●

2. 研究内容の独創性 ● ●

3. 先行研究のॉ分な調査と整理 ● ● ●

4. 研究方法の適切性あるいͺ独創性 ●

5. 論旨の論理性と一貫性 ●

6. 理論的分析あるいͺࣰৄ的分析の適切性 ●

7. ชহの適切性 ●
�. 形式的要件 ●

学ɻ位ɻ授ɻ与ɻ方ɻ針

ദ
士
論
文
の
審
査
基
準
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ⱥ文学専攻・博士課程前期

ⱥ文学専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・イάϨηช学、イάϨηชԿ研究、
ΠϟϨΩช学、ΠϟϨΩ研究、ޢݶ・
ӵޢ研究ด;に関࿊分໼にわたͮて、
。൥な知識をਐに෉͜ている߁

・論理的なߡࢧ力を΍ͬ、ӵธを஦ৼ
としたӵݏޢのช学、ྼޢݶ、࢛、ช
Կに関わるঀ問題を਄͚௧究できる。
・研究対象を分析するたΌのٮ؏的な
൓இ力と݊સな൹൓੠ਈをඍ͓てい
る。

・ӵธを஦ৼとしたӵݏޢのช学、ྼ
ชԿのঀ問題にͯいて高い関ޢݶ、࢛
ৼを有している。
・高度なӵޢ೵力と਄い専門知識を生
かして、گү現৖౵で、͚߁社会に߫
੐を有していࢡ的ۅしΓ͑とする੷ݛ
る。

・ӵޢで専門的なࣁྋをಣΊ解き、৚
ๅफॄを行͑೵力をͮ࣍ている。
・ӵޢ論ชにΓͮてݺਕの͓ߡを表現
し、͚߁൅৶する೵力を有している。
・自分の͓ߡをଠंに的֮にఽ͓るた
Όの論理的ߡࢧ力と表現力をਐに෉͜
ている。

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 ● ● ●

2.  研究内容の独創性 ● ●

3.  先行研究の適切な調査と整理 ● ● ●

4.  研究方法の適切性 ● ● ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ● ●

6.  ชহの適切性 ●

7.  形式的要件 ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・イάϨηช学、イάϨηชԿ研
究、ΠϟϨΩช学、ΠϟϨΩ研
究、ޢݶ・ӵޢ研究ด;に関࿊分
໼に͕͜る高度で専門的な知識を
ਐに෉͜ている。

・イάϨηช学、イάϨηช
Կ研究、ΠϟϨΩช学、Πϟ
ϨΩ研究、ޢݶ・ӵޢ研究の
֦専門分໼に͕いて、自らの
力・分析力にΓͮて独創ߡࢧ
的な൅૟を提ࣖする͞と͗で
きる。

・ӵธを஦ৼとしたӵݏޢのช
学、ྼޢݶ、࢛、ชԿのঀ問題
にͯいて、自ら問題提ًを行
い、ͨΗを௧究する意ཋをͮ࣍
ている。
 ・高度なӵޢ೵力と਄い専門
知識を、専門の研究分໼の൅ఴ
にؒݫしΓ͑とする੷ۅ的ࢡ੐
を有している。

・研究にΓͮて౺ୣした独自のߡ
͓を、学Ғ論ชにΉとΌる論理的
力を有してޢ力、表現力、ӵߡࢧ
いる。

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 ● ● ●

2.  研究内容の独創性 ● ● ●

3.  先行研究のॉ分な調査と整理 ● ● ●

4.  研究方法の適切性あるいͺ独創性 ● ● ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ● ●

6.  理論的分析あるいͺࣰৄ的分析の適切性 ● ●

7.  ชহの適切性 ●

�.  形式的要件 ●

学位授与方針

ദ
士
論
文
の
審
査
基
準
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ྐ学専攻・博士課程前期

ྐ学専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・ೖຌ࢛・౨༺࢛・੤༺ٶ࢛;関
࿊ঀ分໼に関して߁൥な知識を有
し、専門分໼に͕いてर࢞の学Ғ
をखಚするにଏる知識をਐに෉͜
る͞と͗できる。

・ήϫーώϩなࢻ఼とՌ学的
൹൓੠ਈٶ;ಐࡱ力をͮ࣍
て、ೖຌ࢛・౨༺࢛・੤༺࢛
、的؏ٮ、関࿊ঀ分໼を;ٶ
論理的・ରܧ的に୵ࡱߡ・ٽ
する͞と͗できる。

・ೖຌ࢛・౨༺࢛・੤༺
関࿊ঀ分໼に਄い;ٶ࢛
関ৼを์き、自ਐの研究
にکい意ཋをͬ࣍、೬Ε
କする͞とܩ研究を͚ک
͗できる。

ྋにͯい࢛に関わるଡ༹な࢛ྼ・
て、৚ๅफॄ೵力、ಣ解力、分析
力をਐに෉͜ている。
・的֮で๝かな表現力、現େ੊ֆ
のঀ事象をྼ࢛的に理解する力、
αϝϣωίーεϥン೵力をͬ࣍、
自ਐの͓ߡを൅৶し、͚߁社会に
。する͞と͗できるݛ߫

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

2.  研究内容の独創性 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

3.  先行研究の適切な調査と整理 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

4.  研究方法の適切性 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

5.  論旨の論理性と一貫性 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

6.  ชহの適切性 🔴🔴🔴🔴

7.  形式的要件 🔴🔴🔴🔴

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・ೖຌ࢛・౨༺࢛・੤༺ٶ࢛;関
࿊ঀ分໼にͯいて、਄͚かͯ߁൥
な学識を有し、ദ࢞の学Ғをखಚ
するにଏる学ढ़的知ݡを֭ಚする
͞と͗できる。

・ദ࢞課ఖ઴غでകͮた調査
力・分析力・ࡱߡ力をߍに൅
ఴͦ͠、ήϫーώϩなࢻ໼を
独創的で自ཱིした研究、ͬ࣍
。ಊ͗できる׈

・ദ࢞課ఖ઴غで研究し
た͞と΃の਄い関ৼに基
づき、研究׈ಊをܩକ、
ң࣍しΓ͑とするکい意
ཋをͬ࣍、研究をߍに਄
Կͦ͠る͞と͗できる。

・ೖຌ࢛・౨༺࢛・੤༺ٶ࢛;関
࿊ঀ分໼にͯいて、専門的なࣁ࢛
ྋを解ಣし、的֮な表現力・α
ϝϣωίーεϥン力にΓͮて研究
੔Վを൅表し、学問の൅ఴにر༫
する͞と͗できる。

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

2.  研究内容の独創性 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

3.  先行研究のॉ分な調査と整理 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

4.  研究方法の適切性あるいͺ独創性 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

5.  論旨の論理性と一貫性 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

6.  理論的分析あるいͺࣰৄ的分析の適切性 🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴🔴

7.  ชহの適切性 🔴🔴🔴🔴

�.  形式的要件 🔴🔴🔴🔴

学位授与方針

ദ
士
論
文
の
審
査
基
準
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－36－

ே間⏕ά学研究科

ே間発達学専攻・博士課程ᚋ期

⏕ά⎔ቃ学専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・ਕؔの൅ୣに関わる߁い識ݡを
有し、ͨΗを自らの問題意識と関
わらͦる͞と͗できる。
・ਕؔ൅ୣ学に͕いて、自分の専
門的な分໼に関わる਄い学識と研
究೵力を有している。

・ਕؔの൅ୣに関わるࠕೖ的
な課題をଌ͓、自らの研究課
題として୵ٽする͞と͗でき
る。
・専門的なࢻ఼から、自らの
専門分໼の社会的なༀׄをݡ
ड़す͞と͗できる。

・ਕؔの൅ୣ΃の਄い理
解と関ৼをࣖし、自分の
専門と関わらͦな͗ら主
ର的に研究を਄Ό、ͨの
੔Վを社会にؒݫしΓ͑
とするସ度をͯ࣍。

・ਕؔ൅ୣ学に関する専門知識と
研究ਬ਒のたΌの研究方法をਐに
෉͜、๝かな表現力とαϝϣω
ίーεϥン೵力をͮ࣍て研究੔Վ
を社会に൅৶する͞と͗できる。

1.  自らの問題意識・自主性に基づいた学問的意義のあるテーマ ● ●

2.  研究内容の独創性 ● ● ●

3.  先行研究のॉ分な調査と整理 ● ●

4.  研究方法の適切性あるいͺ独創性 ● ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ●

6.  理論的分析あるいͺࣰৄ的分析の適切性 ● ●

7.  形式的要件 ●

�.  研究倫理の遵守 ●

学位授与方針

ദ
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・生ڧ؂׈に関わるࠕೖ的課題に
ேકでき、研究घ法をߑ築Ն೵と
する高度な学識ٶ;創ଆ力をरಚ
する。

・ਕྪにとͮてか͓͗͜のな
いஏځの問題に޴き合い、的
֮なߡࢧ、൓இ೵力をͯ࣍。

・研究対象͗ਕؔ生׈にٶ
·すӪڻやްՎを理解し、
生׈の࣯の޴৏と社会߫ݛ
に対する高い意識をͮ࣍て
いる。

・研究੔ՎをϕϪκンテーεϥン
し、研究ंؔのαϝϣωίーεϥ
ン力をͯ࣍。
・੷ۅ的にࠅ内֐の学会にࢂՅ
し、൅表できる。

1.  自らの問題意識・自主性に基づいた学問的意義のあるテーマ ● ●

2.  研究内容の独創性 ● ● ●

3.  先行研究のॉ分な調査と整理 ● ●

4.  研究方法の適切性あるいͺ独創性 ● ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ●

6.  理論的分析あるいͺࣰৄ的分析の適切性 ● ●

7.  形式的要件 ●

�.  研究倫理の遵守 ●

学位授与方針

ദ
士
論
文
の
審
査
基
準
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－37－

ே間♫会研究科

♫会⚟♴学専攻・博士課程前期

♫会⚟♴学専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・関࿊྘Ү΍؜Όた、社会ෳࢳ
に関する෱߁い知識͗ઈ໎でき
る。
・खΕ৏͝た課題に関わる先行
研究やࣰભྭ౵にͯいてॉ分理
解しઈ໎できる。

・મ୔した課題にͯいて一貫し
た論理でઈ໎できる。
ྋ、ࣰભࣁ・ݛলす΄きชࢂ・
౵にͯいて的֮な൓இ͗ࣖ͠Η
ている。

・社会ෳ͗ࢳ課題とす΄きঀ問
題΃のਇ伪なखΕૌΊや解決΃
の意ཋ͗೟ΌらΗる。

・研究ं཈੔に͕いてͺ基ે的
な研究方法͗会ಚ͠Ηている。
・高度専門Պ཈੔に͕いてͺ、
高度なࣰભηΫϩを会ಚしてい
る。

表題・෯題の適切͠ ● ●

研究໪的͗໎֮であるか ● ●

໪的にলらして、ໃ理のないࡱߡ、݃論
͗಍きड़͠Ηているか

● ●

研究方法の適切͠΃の͗ٶݶあるか ●

೨の適切֕͠・ޢ༼Ηている͠༼࢘ ●

ච要なชࣁ、ݛྋをॉ分ಁΉ͓ているか ● ●

した調査のघ法や分析方法͗わかͮ༼ࡀ
ているか

●

ชহ表現やਦ表なʹに෈໎ྐなと͞Θͺ
ないか

●

Ӏ༽、஭なʹ͗適切であるか ●

研究倫理৏のघକきͺॉ分か ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・社会ෳࢳ学をରܧ的にઈ໎で
きる。
 ・खΕ৏͝た研究課題にͯい
て、内֐の先行研究をॉ分理解
し自分の研究にҒ஖づ͜ઈ໎で
きる。

・研究課題をୣ੔するたΌの一
貫した論理ࣖ͗͠ߡࢧΗてい
る。
 ・独自の࿰ૌΊやࢻ఼͗ࣖ͠Η
ている。

・社会ෳࢳ学の課題として॑要
な論఼΃のேક͗೟ΌらΗる。

・研究方法をॉ分理解して͕
Ε、ͨΗを研究課題のୣ੔のた
Όにۨ࢘できている。
・論ช作੔のٗ法や表現をਐに
෉͜ている。

表題・෯題の適切͠ ● ●

研究໪的͗໎֮であるか ● ●

໪的にলらして、ໃ理のないࡱߡ、݃論
͗಍きड़͠Ηているか

● ●

研究方法の適切͠΃の͗ٶݶあるか ●

೨の適切֕͠・ޢ༼Ηている͠༼࢘ ●

ච要なชࣁ、ݛྋをॉ分ಁΉ͓ているか ● ●

した調査のघ法や分析方法͗わかͮ༼ࡀ
ているか

●

ชহ表現やਦ表なʹに෈໎ྐなと͞Θͺ
ないか

●

Ӏ༽、஭なʹ͗適切であるか ●

研究倫理৏のघକきͺॉ分か ●

ΨϨζψϨテΡーʤ独創性ʥͺあるか ● ●

学位授与方針

ദ
士
論
文
の
審
査
基
準
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－38－

教⫱学専攻・博士課程前期

教⫱学専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・ਕؔと社会、ٶ;ྈंの関わ
Εにͯいて、گү学に関する専
門性をͮ࣍て理解する͞と͗で
きる。

үに関する༹ʓな事象にͯگ・
いて、ชݛ研究的、ଡֱ的にݗ
౾をՅ͓、学識と専門的ࢻ໼を
て適切な൓இを行͑͞と͗ͮ࣍
できる。

үに関するঀ問題を専門的گ・
なࢻ໼にཱིͬ分析するたΌの関
ৼ・意ཋ・ସ度をͯ࣍͞と͗で
きる。

、ү研究の方法論を理解しگ・
。する͞と͗できる༼׈

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 ● ● ●

2.  研究内容の独創性 ● ●

3.  先行研究の適切な調査と整理 ● ● ●

4.  研究方法の適切性 ● ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ● ● ●

6.  形式的要件 ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・ਕؔと社会、ٶ;ྈंの関わ
Εにͯいて、گү学に関する高
度な専門性と、ദ࢞の学Ғをख
ಚするにଏる਄い学ढ़的知ݡを
。て理解する͞と͗できるͮ࣍

үに関する༹ʓな事象にͯگ・
いて、ชݛ研究的、ଡֱ的にݗ
౾をՅ͓、਄い学識と高度な専
門的ࢻ໼をͮ࣍て適切な൓இを
行͑͞と͗できる。

үに関するঀ問題を高度にگ・
専門的なࢻ໼にཱིͬ分析するた
Όの関ৼ・意ཋ・ସ度をͯ࣍͞
と͗できる。

৿の研࠹ү研究の方法論をگ・
究をಁΉ͓て理解し、׈༽する
͞と͗できる。

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 ● ● ●

2.  研究内容の独創性 ● ●

3.  先行研究のॉ分な調査と整理 ● ● ●

4.  研究方法の適切性あるいͺ独創性 ● ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ● ● ●

6.  理論的分析あるいͺࣰৄ的分析の適切性 ● ●

7.  形式的要件 ●

学位授与方針

ദ
士
論
文
の
審
査
基
準
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－39－

現௦♫会論専攻・博士課程前期

現௦♫会論専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・関࿊྘Ү΍؜Όた現େ社会に
関わる߁൥な知識をਐに෉͜
る。 ・ਐに෉͜た知識の意義や
ༀׄにͯいて先行研究౵にͯい
て理解できる。

・自らの͓ߡに基づいた問題解
決を行͓、問題解決の݃Վを࣏
に生かす͞と͗できる。 ・৚ๅ
फॄや൅৶౵自分の׈ಊ͗ʹの
Γ͑なӪڻをٶ·すか൓இでき
る。

・社会Ռ学͗課題とす΄きঀ問
題΃のखΕૌΊয়ڱから意ཋ・
ସ度をү΋。
・৙に課題意識をͯ࣍。

 ・研究ं཈੔に͕いてͺ基ે的
な研究方法を֭ಚし、৚ๅのफ
ॄ・મ୔・ॴ理といͮた一࿊の
。ಊをཤ༽する͞と͗できる׈

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 ●

2.  研究内容の独創性 ●

3.  先行研究の適切な調査と整理 ●

4.  研究方法の適切性 ● ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ●

6.  形式的要件 ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・関࿊྘Ү΍؜Όた現େ社会に
関わるରܧ的な知識と、ਐに෉
͜た知識の意義やༀׄにͯいて
学ढ़的知ݡをरಚしている。

・社会Ռ学に関する研究課題に
खΕૌΌる理論的ٗढ़・知識を
有する。
・独自の研究ܯժとࢻ఼を࣍
ͯ。

・社会Ռ学͗課題とす΄きঀ問
題を高度にఴ֋できる。

・研究方法をਐに෉͜、研究課
題を൅ఴͦ͠る೵力を有する。

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 ● ●

2.  研究内容の独創性 ●

3.  先行研究のॉ分な調査と整理 ●

4.  研究方法の適切性あるいͺ独創性 ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ● ●

6.  理論的分析あるいͺࣰৄ的分析の適切性 ●

7.  形式的要件 ●

学位授与方針

ദ
士
論
文
の
審
査
基
準
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－40－

心理学専攻・博士課程前期

心理学専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・ਕؔと社会に関わる͞と͗ら
にͯいて߁൥な知識を有し、Ռ
学的・ٮ؏的理論と研究法をर
ಚし、専門Պとしてのࣰભ力͗
ある。

・社会ߑؽの෵ࡸԿ、ਕؔ関係
のଡ༹Կに対Ԣしたਕؔの行ಊ
法ଉやৼのߑଆ・ؽ೵の解໎と
൓இ͗行͓る。

・ৼ理学のఽ౹をਜ਼し͚ण͜ܩ
͙、৿しい൅ఴにر༫し͑る೵
力を有する。

・ࣰৄ的な理論と研究法にཱིٯ
した高度なαϝϣωίーεϥン
೵力を有し、ࣰભに͕͜る専門
的ٗ法をरಚしている。ߍにྡ
জ྘Үに͕いてͺྡজৼ理࢞୊
̏झࢨఈ୉学Ӆに૮Ԣしいࣰભ
力を有している。

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 ● ●

2.  研究内容の独創性 ● ●

3.  先行研究の適切な調査と整理 ● ●

4.  研究方法の適切性 ● ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ● ●

6.  形式的要件 ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・専門分໼に͕いてദ࢞の学Ғ
をखಚするに஍する਄い学ढ़的
知ݡとٗढ़をरಚしている。

・社会ߑؽの෵ࡸԿ、ਕؔ関係
のଡ༹Կに対Ԣしたਕؔの行ಊ
法ଉやৼのߑଆ・ؽ೵の解໎と
൓இ͗行͓る。

・ৼ理学のఽ౹をਜ਼し͚ण͜ܩ
͙、৿しい൅ఴにر༫し͑る高
度な೵力を有する。

・ࣰৄ的な理論と研究法にཱིٯ
した高度に専門的なαϝϣω
ίーεϥン೵力を有し、ࣰભに
͕͜る専門的ٗ法をरಚしてい
る。

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 ● ●

2.  研究内容の独創性 ● ●

3.  先行研究のॉ分な調査と整理 ● ●

4.  研究方法の適切性あるいͺ独創性 ● ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ●

6.  理論的分析あるいͺࣰৄ的分析の適切性 ● ●

7.  形式的要件 ●

学位授与方針

ദ
士
論
文
の
審
査
基
準
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－41－

┦関文໬論専攻・博士課程前期

┦関文໬論専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・ଡ༹なชԿ྘Үに対する߁൜
な知識と、研究テーマに関する
高度な専門知識を有している。

・ชԿの૮関性と૮対性にཱིٯ
した、論理的なߡࢧに基づ͚、
事象の分析と解໎͗できる。

・ॊཔの学問྘Үに߈డしな
い、৿ࢻ఼の研究をࢾΊてい
る。

・໘ືなܯժをཱིて、研究にච
要なޢݶをۨ࢘して調査・研究
ಊを行い、研究੔Վを論理的׈
にΉとΌて൅表する͞と͗でき
る。

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 ● ● ●

2.  研究内容の独創性 ● ●

3.  先行研究の適切な調査と整理 ● ● ●

4.  研究方法の適切性 ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ● ●

6.  形式的要件 ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・౲֚分໼に͕͜る࠹先୼の知
識を有している。

・ଡ༹な事象を༧合ͦ͠た、॑
૜的なࢻ఼に基づ͚研究を行ͮ
ている。

・ΨϨζψϨテΡのϪϗϩ͗高
い、৿分໼の学問྘Үを֋୕し
ている。

・研究対象ஏҮのޢݶ༼࢘にΓ
る研究൅表を行い、論ชを作੔
できる。

1.  研究テーマの学問的意義と適切性 ● ● ●

2.  研究内容の独創性 ● ●

3.  先行研究のॉ分な調査と整理 ● ● ●

4.  研究方法の適切性あるいͺ独創性 ● ●

5.  論旨の論理性と一貫性 ● ●
6.  理論的分析あるいͺࣰৄ的分析の適切
性

●

7.  形式的要件 ●

学位授与方針

ദ
士
論
文
の
審
査
基
準
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－42－

理学研究科

ᩘ理・≀ᛶᵓ㐀科学専攻・博士課程前期

ᩘ理・≀ᛶᵓ㐀科学専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・౲֚専門分໼の先୼的な知識
をरಚしԢ༽できる。
・関࿊分໼の෱߁い知識をରܧ
的にरಚする。

・෱߁いࢻ఼からଡ໚的に෼事
をଌ͓る͞と͗でき、ຌ࣯をਜ਼
֮に೼Ѵして的֮な൓இ͗Ծͦ
る。
・रಚした知識を΍とに౲֚分
໼の研究をਲ਼行できる。

・専門分໼ด;にबว྘Үに関
して΍෱߁いັڷを有し、自ら
਒Ξで学रできる。
͚کを有する問題に೬Εັڷ・
खΕૌΌる。
・Ռ学ٗढ़のਕྪ΃の適切なԢ
༽をਬ਒できる。

・झʓのՌ学ٗढ़をཤ༽し、社
会の要ٽを解決するたΌに創ଆ
し表現する͞と͗できる。
・৚ๅٶ;৚ๅٗढ़に関する知
識を有し、ͨΗらを౲֚分໼に
Ԣ༽できる。

1.  研究のഐܢɾ໪的なら;にͨの意義͗ॉ分に理解͠Ηɾ໎
֮にࣖ͠Ηている。

● ● ● ●

2.  研究ܯժや研究方法͗ɾ໪的にԌͮて合理的にઅఈ͠Ηて
いる。

● ●

3.  研究݃Վ͗的֮に整理ɾ解析ɾ表現͠Ηている。 ● ● ● ●

 4.  研究݃Վにͯいてɾ関࿊した研究にٶݶしͯͯ論理的にߡ
。しɾ݃論を಍いているࡱ

● ● ●

5.  論ช͕Γ;޳ಆ൅表ͺ適切かͯ分かΕやす͚ߑ੔͠Ηてい
る。

● ●

6.  ࣯ٛに対するԢ౶ͺ的֮でɾॉ分なઈಚ力͗ある。 ● ● ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・౲֚専門分໼で独ཱིして研究
をਲ਼行するにච要な学ढ़知識と
理解力を有する。

・෱߁いࢻ఼からଡ໚的に෼事
をଌ͓る͞と͗でき、ຌ࣯をਜ਼
֮に೼Ѵして的֮な൓இ͗Ծ
ͦ、౲֚分໼の研究を独ཱིして
ਲ਼行できる。

・専門分໼を஦ৼにԤ੟な知識
ཋを有し、ັڷを有する研究課
題に੷ۅ的にखΕૌΌる。
・Ռ学ٗढ़のਕྪ΃の適切なԢ
༽をਬ਒できる。

・झʓのՌ学ٗढ़をཤ༽し、社
会の要ٽを解決するたΌに創ଆ
し表現する͞と͗できる。

1.  研究内容に独創性ɾ৿و性͗あΕɾ学ढ़的Ճ஍を有し
ている。

● ● ● ●

2.  ৻査のある学ढ़ࢿࡸ論ช1ฦҐ৏を有している。 ● ●

学位授与方針
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≀㉁・⏕≀機能科学専攻・博士課程前期

≀㉁・⏕≀機能科学専攻・博士課程ᚋ期

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・֦専門分໼に͕͜る࠹৿の知
識を࠹、ͬ࣍先୼の研究の意義
をਜ਼し͚理解できる学識をਐに
෉͜ている。

・֦自の学識に基づいてٮ؏
的・論理的に自ଠの研究の඲Ճ
を行͑͞と͗でき、自らの研究
の਒΋΄き方޴をਜ਼し͚൓இで
きる。

・通৙ͺݡಂし͗ͬなࠥࡋな現
象౵に΍࠹৿の஭意を෹い、৙
に問題意識をͬ࣍、੷ۅ的に研
究にखΕૌ΋ࢡ੐をਐに෉͜て
いる。

・研究のਲ਼行にච要なࣰٗݩढ़
をਐに෉͜るとと΍に、専門分
໼の৚ๅの೘घに΍सज़し、Ή
た、学会・社会に޴かͮて自ら
の੔ՎをްՎ的に൅表する೵力
をਐに෉͜ている。

1. 研究のഐܢ、໪的なら;にͨの意義͗ॉ分に理解͠Η、
໎֮にࣖ͠Ηている。

● ● ● ●

2. 研究ܯժや研究方法͗、໪的にԌͮて合理的にઅఈ͠Η
ている。

● ●

の݃Վͺ的֮に整理、解析、表現ࢋܯデーνや理論ݩࣰ .3
͠Ηている。

● ● ● ●

4. 研究݃Վにͯいて関࿊した研究にٶݶしͯͯ論理的にߡ
。し、݃論を಍いているࡱ

● ● ●

5. 論ช͕Γ;ͨの޳ಆ൅表ͺ、適切かͯ分かΕやす͚ߑ੔
͠Ηている。

● ●

6. ࣯ٛに対するԢ౶ͺ的֮で、ॉ分なઈಚ力͗ある。 ● ● ●

学位授与方針

修
士
論
文
の
審
査
基
準

எࣟʀཀྵմ ʀ൓இߡࢧ ؖৼʀқཋʀସౕ ٗ೵ʀනݳ
・֦専門分໼に͕͜る࠹৿の知
識を࠹、ͬ࣍先୼の研究の意義
をਜ਼し͚理解・඲Ճできる学識
をਐに෉͜ている。

・֦自の学識に基づいてٮ؏
的・論理的に自ଠの研究の඲Ճ
を行͑͞と͗でき、自らの研究
の਒΋΄き方޴をਜ਼し͚൓இで
きる。

・自ހの専門分໼Ґ֐の問題に
΍͚߁関ৼをͬ࣍、৙に問題意
識をͮ࣍て෼事を؏ࡱし、੷ۅ
的に研究にखΕૌ΋ࢡ੐をਐに
෉͜ている。

・研究のਲ਼行にච要なࣰٗݩढ़
にसज़するとと΍に、専門分໼
の৚ๅの೘घに΍सज़し、Ή
た、学会・社会に޴かͮて自ら
の੔ՎをްՎ的に൅表するॉ分
な೵力をਐに෉͜ている。

1.  ෱͚߁ɾかͯ਄い学識を΍とにߑ੔͠Ηɾىफ़͠Ηて
いる。

● ● ● ●

2.  研究͗౲֚分໼にԛいてɾ学問的意義と独創性を有し
ている。

● ● ●

学位授与方針
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ᘓ⠏ࢨࢹイࣥ研究科

ᘓ⠏ࢨࢹイࣥ専攻・修士課程

建築デザインに関する高度な
専門的知識を有する。

建築デザインに係る事象を、
専門的知識を生かして分析
し、研究やデザインとして表
現する力を有する。

建築デザインにかかわる課題に
対し、研究やデザインを通して
解決策を専門的に提案できる。

1.自らの問題意識・自主性に基づいた学問的意義のあるテーマ ●

2.研究内容の独創性 ● ● ●

3.先行研究の適切な調査と整理 ●

4.研究方法の適切性 ● ●

5.論旨の論理性と一貫性 ● ●

6.形式的要件 ●

7.研究倫理の遵守 ●

修
士
論
文
の
審
査
基
準

学位授与方針

建築デザインに関する高度な
専門的知識を有する。

建築デザインに係る事象を、
専門的知識を生かして分析
し、研究やデザインとして表
現する力を有する。

建築デザインにかかわる課題に
対し、研究やデザインを通して
解決策を専門的に提案できる。

1. 自らの問題意識・自主性に基づいた社会的意義のあるテーマ ●

2. 提案内容の独創性 ● ● ●

3. 先行作品・研究の適切な調査と整理 ●

4. 制作方法や表現の適切性 ● ●

5. 提案内容の合理性と一貫性 ● ●

6. 形式的要件 ●

7. 研究倫理の遵守 ●

学位授与方針

修
士
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作
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準
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